
1 

 

ライラさんは将棋アイドルになります 8 

 

 

「みんなありがとー！ 四点リーダでした！」 

 恵磨の声が、広い会場に響き渡った。 

 ここは、埼玉ぽいぽいドーム。普段はプロ野球チー

ム、埼玉レオポンズの本拠地である。そして今日は、

アイドルたちが多数集うイベント、「アイドル将棋カ

ーニバル」の会場となっていた。 

 アイドル達が将棋を楽しむ、という前代未聞のコン

セプトのイベントだったが、多くの観客が集まってい

た。 

 そしてそのオープニングアクトを務めたのが、310

プロダクションのグループ、四点リーダだった。 

「あ、えーと……終わり、ましたね……」 

 月子さんは、ふらふらになっている。ライラさんや

ほたるは、柔らかい笑みを浮かべていた。 

「よくやったぞ」 

 みんなを迎え入れる三東は、満面の笑みだった。初

のライブが、とてつもなく大きな会場。緊張や失敗が

なかったわけではない。それでも、何とかやり遂げた
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のだ。 

「ライラさん、うまくやれていたでございますか？」 

「ああ、すごくかっこよかった。この調子で……将棋

も頑張るぞ」 

 そう、彼女たちには、まだ大きな仕事が残されてい

るのである。 

 

 

「あぶないっ」 

 突然の声に、一番早く反応したのはほたるだった。

「あぶない」に慣れているのである。とっさに上を見

上げると、白球が降ってきていた。 

「あっ……」 

「エイヤー！」 

 ほたるにぶつかるその直前、突然現れた少女の拳に

よって、白球は遠くに弾き飛ばされた。 

「おー、すげー」 

「お怪我はないですかっ」 

「あ…は、はい、ありがとうございます」 

「野球場とはいえ、試合もしていないのにボールが落

ちてくるとは。でも、間に合って良かったです」 

 その少女の長い黒髪は二つ結びで、顔つきはりりし
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い。 

「あ、あの、あなたは…」 

「あ、申し遅れました。あたしは中野有香。アイドル

です！」 

「アイドルなんですね。助かりました…」 

「それにしても……なんでボールが……」 

 月子さんは天井を見上げている。誰かがボールを投

げている、なんてことはない。 

「あれじゃないかな、昔ジャパンソーセージの中谷っ

ていう選手の打ったボールが、天井に挟まって落ちて

こなかったんだ。それが今、降ってきた」 

「さすが三東先生……でも、今このタイミングで……」 

「きっと、私の不幸のせいです…」 

「あっ、またあぶない！」 

「えっ」 

 今度は、ほたるの頭上に植木鉢が降ってきた。有香

は、ジャンプしながらの上段蹴りでそれを弾き飛ばし

た。 

「間一髪でしたねっ」 

「何回もありがとうございます…」 

「それにしてもなんで植木鉢が。これも誰かが天井

に？」 
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「あの…私、いつどこにいても降ってくるんです…植

木鉢…」 

「なんと」 

「でも、助けてもらえてとってもとっても嬉しかった

です。あの、有香さんもこの後出演するんですよね」 

「はい！ ああ、そろそろ行かなくては。みなさん、

頭上にお気をつけてっ」 

 有香は手を振りながら、さささっと駆けていった。 

 

 

「あ、ありました。メロウ・イエロー……のメンバー

みたいです……」 

「そうか。じゃあ、対戦する可能性は低いかな」 

 三東と月子さんは、アイドルの出番を確認していた。

先ほど会った中野有香は、この後ユニットで出てくる

ようであった。 

 二人がわざわざそれを調べていたのは、ただの好奇

心からではない。今日のメインイベント、「アイドル

将棋団体戦」において、敵チームのメンバーは道明寺

歌鈴以外わかっていないのである。ファンにとっては

誰が出るかはお楽しみ、ということなのだが、三東た

ちにとっては誰が来るか気が気ではないのだった。 
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「まだ、村上巴さんの可能性は捨てきれないな。彼女、

将棋アプリをやっていると公言してるし、レーティン

グが高いという噂もある」 

「あの、一ノ瀬志希さんはかなりの天才という話です

……やる気が出れば無敵じゃないかって……」 

「怖い相手がたくさんいるなあ」 

 三東プロにとって、これはかつてない大勝負なのだ

った。将棋ファンだけでなく、アイドルファンの前で

ライラさんたちの魅力を知ってもらう機会なのだ。将

棋が強いというところをしっかり見せて、さらにそれ

ぞれの個性を知ってもらう必要がある。 

 とはいえ、今からできることは少ない。 

「三東先生、そろそろ準備の方お願いしますぅ」 

「はい。月子さん、後は頼んだよ」 

「は、はい……」 

 三東は、辻村とともに大盤解説をすることになって

いる。みんなより先に、スタンバイしなくてはならな

かった。 

「みんなも、全力を出して。頑張って」 

「おー！」 

「は、はい、頑張ってきます…」 

「オーケー、でございます」 
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「よし！」 

 三東が部屋を出て行った。決戦の時が、近づいてい

る。 

 


